


第五章 産業の発達と商品流通の拡大
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桑
苗
四
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０
本
人
強
化
二
年
）
，
同
二
〇
〇
本

（同
二
年
）
・
同
六
〇
〇
本

ハ序
本
元
年
）
と
、
驚
と
ん
ど
遷
年
一

０
よ
う
に
数
百
本
単
位

の
植
栽
を
し
た

（
大ヽ
沼
日
記
し
。
既
に
ボ
タ
桑
の
域
を
脱
し
て
桑
園
造
成
以
外
の
何
物
で
も
な
か
っ
た
。

こ
ん
な
密
で
養
甕
技
術
も
進
歩
し
、
天
保
期
に
は
夏
蚕
も
広
が

っ
た
。
『大
沼
日
記
』
に
も

「当
所
夏
蛹
流
行
」
（天
保
十
年
）
の

記
事
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
夏
蚕
糸
が
京
都

で
意
外
な
高
評
価
を
受
け
た
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

襲
糸
は
、
も
ち
ろ
ん
手
挽
き
で
あ
っ
た
。
糸
挽
屋
は
繭
買
人
と
は
ぼ
重
な
り
合
う
が
、
上
穂
町
の
者
が
多
か
っ
た
。
増
屋
嘉
蔵
は

弘
化
二
年
に
春
蚕
の
仕
入
繭
八
八
貫
余
か
ら
糸

一
箇

（た
だ
し
九
貫
目
）
を
、
ま
た
自
家
生
産
の
夏
蚕
繭
四
貫
七
〇
〇
匁
と
仕
入
繭

九
〇
貫
程
か
ら
糸
二
六
把

（八
貫
六
〇
〇
匁
）
を
生
産
し
て
い
る
）

概
し
て
好
評
を
得
て
い
た
伊
那
郡
蚕
糸
で
あ
っ
た
が
一
弘
化
三
年
に
は
京
都
の
糸
間
屋
日
野
屋
外
五
人
連
署
で
、
当
地
の
糸
仲
買

人

・
製
糸
業
者
を
代
表
す
る
富
量
藤
書
に
宛
て
て
、
近
年
の
品
質
低
下
に
注
意
が
喚
起
さ
れ
、
こ
の
ま
ま
推
移
す
る
な
ら
奥
州
仙
台

糸

，
二
本
松
糸
に
遅
れ
を
取
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
指
摘
し
て
い
る

（戸
島
屋
文
書
）。
蚕
糸
業
勃
興
の
中
で
、
次
第
に
産
地
間
競
争
が

激
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
譲
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
注
意
事
項
は
以
下
の
五
項
で
あ
る
。

一
繭
五
箇
な
い
し
六
箇
挽
き
に
し
て
糸
め
太
さ
を
揃
え
る
こ
と

一
糸
め
．落
口
を
補
う
際
に
三
箇
も
四
箇
も

一
度
に
付
け
な
い
こ
と

（小
節
が
で
き
て
糸
質
が
落
ち
る
）

一
枠
糸
の
糸
目
は
必
ず

一
口
に
限
る
こ
と

（二
筋
立
て
の
も
の
を
合
せ
糸
と
言
い
半
値
に
も
な
ら
・な
い
）

一
把
造
ヶ
の
際
は
品
質
を
吟
味
し
て
、
良
品

・
悪
品
を
混
合
し
な
い
こ
と

一
一
把
三

一
〇
匁
を
基
準
に
糸
の
太
さ
を

一
定
に
す
る
こ
と

糸
挽
き
の
労
賃
銀
繭
五
升
を
基
準
に
し
た
能
率
給
で
、
天
保
十
四
年
現
在
、
銭
二
四
文
が
相
場
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
製
糸
業
の
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